
五
稜
郭・七
重
浜
間
へ
の
新
駅
設
置
と

五
稜
郭
駅
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化

�

日
本
共
産
党 

本ほ
ん

間ま

勝か
つ

美み

質
問　

函
館
駅
の
利
用
者
増
を
図

る
た
め
、第
三
セ
ク
タ
ー
鉄
道
の

市
内
区
間
へ
の
新
駅
設
置
や
五
稜

郭
駅
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
の
考
え

は
な
い
か
。

答
弁　

新
駅
設
置
は
、移
動
時
間

増
、用
地
取
得
費
な
ど
の
負
担
等

の
課
題
や
、五
稜
郭
・
七
重
浜
間
は

他
駅
間
と
比
べ
特
別
長
い
区
間
で

は
な
い
こ
と
か
ら
、考
え
て
い
な

い
。駅
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
は
、バ
リ

ア
フ
リ
ー
新
法
の
基
準
へ
の
適
合

が
求
め
ら
れ
る
駅
で
図
っ
て
き
て

い
る
が
、五
稜
郭
駅
は
そ
の
基
準
に

達
し
て
い
な
い
。�

（
企
画
部
長
）

函
館
産
昆
布
の
Ｐ
Ｒ

�

市
民
ク
ラ
ブ 

工く

藤ど
う　

篤あ
つ
し

質
問　

函
館
産
昆
布
の
消
費
拡

大
、
販
路
拡
大
や
知
名
度
向
上
の

た
め
、
漁
協
や
昆
布
メ
ー
カ
ー
等

と
一
緒
に
取
り
組
む
べ
き
で
は
な

い
か
。

答
弁　

本
市
で
の
昆
布
の
消
費
拡

大
を
図
る
た
め
、学
校
給
食
に
間

引
き
昆
布
を
提
供
す
る
な
ど
の
取

り
組
み
を
行
っ
て
い
る
。今
後
も

関
係
団
体
と
連
携
を
図
る
ほ
か
、

昆
布
料
理
の
レ
シ
ピ
集
を
配
布
す

る
な
ど
し
て
市
内
で
の
認
知
度
を

高
め
て
い
き
た
い
。ま
た
、函
館
が
イ

カ
と
と
も
に
、昆
布
の
ま
ち
で
も
あ

る
こ
と
を
全
国
に
発
信
す
る
こ
と

で
、全
国
的
な
知
名
度
の
向
上
に

努
め
た
い
。�

（
農
林
水
産
部
長
）

地
域
審
議
会
の
今
後
の
方
向
性

�

市
政
ク
ラ
ブ 

斉さ
い

藤と
う

明あ
き

男お

質
問　

東
部
4
地
域
に
お
け
る
地

域
審
議
会
は
、
平
成
27
年
3
月
に

10
年
の
役
割
を
終
え
る
が
、
今
後

の
方
向
性
に
つ
い
て
聞
き
た
い
。

答
弁　

昨
年
6
月
の
法
改
正
に
よ

り
、
合
併
特
例
債
の
発
行
期
限
が

5
年
間
延
長
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、

地
域
審
議
会
の
設
置
期
間
を
定
め

る
合
併
建
設
計
画
の
変
更
を
予
定

し
て
い
る
。
地
域
審
議
会
は
、
合
併

建
設
計
画
の
変
更
等
に
関
す
る
諮

問
、
答
申
機
関
と
し
て
の
役
割
の
み

な
ら
ず
、
地
域
振
興
に
関
す
る
さ

ま
ざ
ま
な
議
論
を
行
う
場
と
し
て

重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
き
て
い
る

こ
と
か
ら
、
審
議
会
機
能
は
残
し
て

い
く
必
要
が
あ
る
。�
（
企
画
部
長
）

「
脊
柱
側
わ
ん
症
」の
早
期
発
見

�

公
明
党 

池い
け

亀が
め

睦む
つ

子こ

質
問　

モ
ア
レ
検
査
は
、「
脊
柱

側
わ
ん
症
」
の
早
期
発
見
に
資
す

る
安
全
な
検
査
方
法
で
あ
り
、
健

康
診
断
に
取
り
入
れ
る
学
校
が
ふ

え
て
い
る
が
、
本
市
で
も
取
り
入

れ
る
考
え
は
な
い
か
。

答
弁　

児
童
生
徒
の
健
康
診
断
に

お
け
る
モ
ア
レ
検
査
に
つ
い
て

は
、
全
国
的
に
は
関
東
圏
を
中
心

に
特
定
の
学
年
に
対
し
て
実
施
し

て
い
る
自
治
体
も
あ
る
と
聞
い
て

い
る
こ
と
か
ら
、
今
後
、
検
査
の

実
施
方
法
や
費
用
、
効
果
な
ど
、

他
都
市
で
の
取
り
組
み
内
容
に
つ

い
て
調
査
研
究
し
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
る
。�（
学
校
教
育
部
長
）

観
光
振
興
へ
の
積
極
的
な
投
資

�

市
政
ク
ラ
ブ 

藤ふ
じ

井い

辰た
つ

吉よ
し

質
問　

観
光
振
興
に
対
し
て
は
、

新
幹
線
開
業
に
向
け
て
だ
け
で
な

く
、海
外
観
光
客
確
保
の
た
め
に
は

今
が
大
切
な
時
期
で
あ
り
、積
極

的
に
財
源
投
入
し
て
は
ど
う
か
。

答
弁　

本
市
の
産
業
構
造
上
、
観

光
の
比
重
は
高
く
、力
を
注
い
で

い
る
。観
光
振
興
は
、ま
ち
の
元
気

を
取
り
戻
し
な
が
ら
さ
ま
ざ
ま
な

仕
掛
け
で
滞
在
型
観
光
へ
転
換

し
、い
か
に
多
く
の
経
済
的
メ
リ
ッ

ト
を
地
区
に
落
と
し
て
い
く
か
が

必
要
で
あ
り
、新
幹
線
の
イ
ン
パ

ク
ト
は
非
常
に
大
き
い
が
、海
外

観
光
客
に
も
喜
ん
で
も
ら
え
る
よ

う
進
め
て
い
き
た
い
。�

（
市
長
）

給
食
で
の
食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
対
策

�

公
明
党 

小こ

林ば
や
し

芳よ
し

幸ゆ
き

質
問　

教
職
員
に
対
す
る
食
物
ア

レ
ル
ギ
ー
対
策
の
研
修
の
実
施
、

知
識
や
情
報
の
共
有
、
周
知
徹
底

に
つ
い
て
ど
う
考
え
て
い
る
の
か
。

答
弁　

食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
の
講
習

は
、
道
教
委
の
研
修
の
中
で
の
実

施
や
、
校
内
研
修
を
実
施
す
る
学

校
も
あ
る
。
教
育
委
員
会
と
し
て

は
、
教
職
員
が
食
物
ア
レ
ル
ギ
ー

へ
の
理
解
や
適
切
な
対
応
が
図
ら

れ
る
よ
う
各
種
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
有

効
活
用
を
促
す
と
と
も
に
、
栄
養

教
諭
等
を
対
象
に
ア
ナ
フ
ィ
ラ
キ

シ
ー
シ
ョ
ッ
ク
の
対
応
方
法
等
の

研
修
会
を
実
施
し
た
い
と
考
え
て

い
る
。�

（
学
校
教
育
部
長
）

生
活
保
護
受
給
者
の
自
立
支
援

�

民
主・市
民
ネ
ッ
ト 

小お

山や
ま

直な
お

子こ

質
問　

生
活
保
護
受
給
者
の
自
立

支
援
を
進
め
る
上
で
、
就
労
支
援

プ
ロ
グ
ラ
ム
を
さ
ら
に
充
実
し
て

い
く
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
が
、

い
か
が
か
。

答
弁　

現
在
、
就
労
支
援
を
行
う

に
あ
た
り
、
専
任
の
就
労
支
援
員

4
名
が
担
当
ケ
ー
ス
ワ
ー
カ
ー
と
連

携
し
対
応
し
て
い
る
が
、
未
就
労

で
就
労
可
能
な
受
給
者
全
員
へ
の

対
応
は
困
難
な
状
況
に
あ
る
。
就

労
支
援
を
必
要
と
す
る
受
給
者
に

対
応
す
る
た
め
、
来
年
度
は
就
労

指
導
員
を
8
名
に
増
員
し
、
こ
れ

ま
で
以
上
に
密
度
の
濃
い
対
応
を

し
て
い
き
た
い
。�（
保
健
福
祉
部
長
）

津
波
避
難
ビ
ル

�

民
主・市
民
ネ
ッ
ト 

見み

付つ
け

宗ひ
ろ

弥や
す

質
問　

津
波
避
難
ビ
ル
の
選
定
基

準
と
現
在
の
指
定
状
況
を
伺
い
た

い
。
ま
た
、
指
定
さ
れ
た
避
難
ビ

ル
の
収
容
人
員
は
ど
の
く
ら
い
を

見
込
ん
で
い
る
の
か
。

答
弁　

津
波
避
難
ビ
ル
は
、
浸
水

区
域
内
の
３
階
建
て
以
上
の
建
物

や
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
等
の
構

造
的
な
条
件
を
設
定
し
た
上
で
、

避
難
の
時
間
や
距
離
を
考
慮
し

て
、
現
在
、
ホ
テ
ル
や
民
間
共
同

住
宅
等
59
箇
所
の
指
定
と
な
っ
て

い
る
。
ま
た
、
避
難
困
難
地
域
の

避
難
対
象
者
数
約
４
万
３
千
人
に

対
し
、
津
波
避
難
ビ
ル
の
収
容
人

員
は
約
４
万
５
千
人
で
あ
り
、
今

後
も
検
討
を
進
め
て
い
き
た
い
。

�

（
総
務
部
長
）

産
廃
最
終
処
分
場
に
か
か
わ
る
要
望

�

日
本
共
産
党 

紺こ
ん

谷た
に

克よ
し

孝た
か

質
問　

産
業
廃
棄
物
最
終
処
分
場

を
亀
田
中
野
地
区
に
建
設
す
る
こ

と
に
反
対
の
市
民
か
ら
の
署
名
活

動
や
町
会
か
ら
の
反
対
要
請
は
、

ど
の
よ
う
な
内
容
か
。

答
弁　

反
対
署
名
は
亀
田
中
野
地

区
の
自
然
を
守
る
会
か
ら
3
回
、

合
計
６
，
６
９
５
筆
提
出
さ
れ
て

い
る
。要
望
書
は
石
川
、赤
川
、北

美
原
、桔
梗
、桔
梗
北
、桔
梗
西
部
、

美
原
の
7
町
会
の
連
名
で
、水
道

水
源
や
浄
水
場
、四
季
の
杜
公
園
、

学
校
に
近
い
こ
と
や
、地
下
水
を

農
業
用
水
と
し
て
使
用
し
て
い
る

等
か
ら
、建
設
に
反
対
す
る
と
い

う
も
の
で
あ
る
。�

（
環
境
部
長
）

新
外
環
状
道
路
の
整
備
状
況

�

市
政
ク
ラ
ブ 

北き
た

原は
ら

善ぜ
ん

通つ
う

質
問　

新
幹
線
開
業
ま
で
あ
と
3

年
し
か
な
い
が
、
新
外
環
状
道
路

の
整
備
状
況
と
赤
川
、
日
吉
、
空

港
の
各
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
の
開

通
見
込
み
を
聞
き
た
い
。

答
弁　

新
外
環
状
道
路
は
、
函
館

開
発
建
設
部
が
整
備
を
進
め
て
お

り
、
函
館
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
か

ら
赤
川
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
間
は

平
成
26
年
度
開
通
予
定
と
公
表
さ

れ
、
赤
川
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
か

ら
函
館
空
港
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ

間
は
調
査
設
計
や
用
地
買
収
等
が

順
調
に
進
め
ら
れ
て
い
る
が
、
開

通
予
定
は
平
成
28
年
度
以
降
と
さ

れ
て
い
る
。�

（
土
木
部
長
）

は こ だ て 市 議 会 だ よ り平成25年4月19日発行
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